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　北海道エアシステムと大空
町が主催した『大空町ふるさ
と教育チャーター事業』が、
大空高等学校の生徒を対象に
開催されました。
　オホーツク上空飛行体験や
航空に関するお仕事講座など
を受講し、女満別空港を身近
に感じ、地域の魅力を探究で
きたのではないでしょうか。
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一般会計2億5,475万円追加補正 総額94億4,128万円に
9月定例会9月定例会

令和3年令和3年

9月9日～10日9月9日～10日

大空町議会９月定例会は、令和３年度一般会計などの補正予算 議案、人権擁護委員の推薦や条例改正議案、
議会側議案を審議し、可決しました。
大空町議会９月定例会は、令和３年度一般会計などの補正予算 議案、人権擁護委員の推薦や条例改正議案、
議会側議案を審議し、可決しました。

大
空
高
等
学
校
寄
宿
舎
整
備
に
伴
う
東
藻
琴
幼
稚
園
等

解
体
工
事
に
４
千
９
百
万
円
の
追
加
補
正

令和３年度

　
報
奨
金
制
度
は
令
和
２
年

度
か
ら
開
始
し
て
お
り
、
令

和
７
年
３
月
31
日
ま
で
と
要

綱
で
定
め
て
い
ま
す
。

保
健
衛
生
諸
負
担
金

三
條
議
員　

Ｑ
　
　
　
網
走
厚
生
病
院
脳
神

経
外
科
医
療
体
制
整

備
事
業
負
担
金
の
追
加
補
正

に
つ
い
て
、
内
容
を
伺
う
。

福
祉

課
長

　
　
　
斜
網
地
域
１
市
４
町

で
、
網
走
厚
生
病
院

に
脳
神
経
外
科
の
開
設
を
お

願
い
し
、
運
営
費
の
負
担
を

す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

　
過
日
、
昨
年
度
の
収
支
報

告
（
６
，
７
３
７
万
９
千
円

の
赤
字
）
が
あ
り
、
定
め
て

い
る
割
合
に
応
じ
、
５
０
８

万
１
千
円
を
大
空
町
が
負
担

す
る
も
の
で
す
。

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
農
畜
産

物
の
消
費
拡
大
及
び
高
温
・

干
ば
つ
に
よ
る
農
作
物
被
害

対
策
を
求
め
る
要
望
意
見
書

に
つ
い
て
、
可
決
し
ま
し
た
。

専
決
処
分
の
報
告

　
町
有
車
両
に
起
因
し
て
発

生
し
た
物
損
事
故
の
和
解
及

び
損
害
賠
償
の
額
を
定
め
る

こ
と
に
つ
い
て
、
専
決
処
分

し
た
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

教
育
委
員
会
の
活
動
報
告

　
令
和
２
年
度
大
空
町
教
育

委
員
会
の
活
動
状
況
に
関
す

る
点
検
、
評
価
に
つ
い
て
、

報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

健
全
化
判
断

　
令
和
２
年
度
大
空
町
の
健

全
化
判
断
比
率
及
び
資
金
不

足
比
率
に
つ
い
て
、
報
告
が

あ
り
ま
し
た
。

例
月
出
納
検
査
報
告

　
令
和
３
年
５
月
か
ら
７
月

ま
で
の
各
会
計
の
現
金
の
出

納
状
況
及
び
基
金
の
状
況
に

つ
い
て
、
検
査
実
施
結
果
の

報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

専
決
処
分
の
承
認

　
令
和
３
年
度
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
６
号
）
の
専
決

処
分
が
報
告
さ
れ
、
承
認
し

ま
し
た
。

農
地
一
般
事
務
費三

條
議
員　

  

Ｑ
　
　
　
何
の
訴
訟
に
よ
る
委

託
料
な
の
か
伺
う
。

産
業
課
参
事

　
　
　
河
川
改
修
排
水
路
整

備
工
事
の
際
、
耕
作

橋
の
架
け
替
え
を
行
な
わ
な

か
っ
た
こ
と
に
対
し
、
訴
訟

を
起
こ
さ
れ
た
も
の
で
す
。

人
事
案
件

　
人
権
擁
護
委
員
に
北
島
惠

子
氏
が
推
薦
さ
れ
、
適
任
と

答
申
し
ま
し
た
。

条
例
の
一
部
改
正

　
大
空
町
情
報
公
開
条
例
な

ど
３
条
例
の
一
部
改
正
に
つ

い
て
、
可
決
し
ま
し
た
。

補
正
予
算

　
令
和
３
年
度
一
般
会
計
の

ほ
か
、
５
特
別
会
計
の
補
正

予
算
に
つ
い
て
審
議
し
、
可

決
し
ま
し
た
。

交
通
安
全
対
策
費三

條
議
員　

  

Ｑ
　
　
　
高
齢
者
運
転
免
許
自

主
返
納
報
奨
金
30
件

分
の
追
加
に
つ
い
て
、
返
納

者
の
状
況
は
。

　
ま
た
、
こ
の
事
業
は
い
つ

ま
で
続
け
る
予
定
な
の
か
伺

う
。

住
民

課
長

　
　
　
75
歳
以
上
の
方
が
対

象
で
、
令
和
３
年
度

は
現
時
点
で
20
名
の
返
納
が

あ
り
、
農
村
地
区
の
方
が
６

名
、
市
街
地
区
の
方
が
14
名

で
す
。

藻
琴
山
温
泉
芝
桜
公
園
管
理

運
営
費

三
條
議
員　

Ｑ
　
　
　
温
浴
施
設
給
水
工
事

の
内
容
を
伺
う
。

総
合
支
所
長

　
　
　
水
質
検
査
の
結
果
、

レ
ジ
オ
ネ
ラ
菌
が
検

出
さ
れ
ま
し
た
。
滅
菌
処
理

し
て
い
な
い
井
戸
水
を
給
水

タ
ン
ク
に
た
め
た
段
階
で
菌

が
増
殖
し
て
い
る
と
見
込
ま

れ
る
た
め
、
井
戸
水
の
使
用

を
や
め
、
水
道
水
に
切
り
替

え
る
も
の
で
す
。

大
空
高
等
学
校
職
員
給
与
費

三
條
議
員　

Ｑ
　
　
　
当
初
、
高
等
学
校
の

運
営
費
は
、
年
間
で

約
２
億
５
千
万
円
と
い
う
説

明
を
受
け
て
い
る
。
そ
の
後
、

幾
度
か
に
わ
た
り
増
額
補
正

が
あ
る
が
、
今
、
ど
の
よ
う

な
状
況
に
な
っ
て
い
る
の
か
。

生
涯
学
習

課
参
事

　
　
　
　
　
運
営
費
全
体
で

２
億
５
千
万
円
、

う
ち
町
の
持
ち
出
し
額
（
一

般
財
源
）
は
１
億
２
千
万
円

と
説
明
し
て
い
ま
す
。

　
今
回
、
退
職
手
当
組
合
負

担
金
８
６
７
万
８
千
円
を
追

加
補
正
し
て
い
ま
す
。
交
付

税
措
置
も
あ
り
ま
す
が
、
町

の
持
ち
出
し
額
は
１
億
３
千

万
円
程
度
に
な
り
ま
す
。
今

後
、
経
常
経
費
が
増
え
る
こ

と
は
な
い
と
思
い
ま
す
。

要
望
意
見
書

　
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
厳
し
い

財
政
状
況
に
対
処
し
地
方
税

財
源
の
充
実
を
求
め
る
要
望

意
見
書
、
安
全
・
安
心
の
医

療
・
介
護
の
実
現
と
国
民
の

い
の
ち
と
健
康
を
守
る
た
め

の
要
望
意
見
書
、
国
土
強
靱

化
に
資
す
る
社
会
資
本
整
備

等
に
関
す
る
要
望
意
見
書
、

計
画
の
策
定
・
見
直
し

　
大
空
町
過
疎
地
域
持
続
的

発
展
市
町
村
計
画
の
策
定
、

大
空
町
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー

プ
ラ
ン
の
見
直
し
に
つ
い
て
、

可
決
し
ま
し
た
。

事
務
の
委
託

　
緑
地
区
小
水
力
発
電
施
設

の
維
持
管
理
の
事
務
の
一
部

を
清
里
町
に
委
託
す
る
こ
と

に
つ
い
て
、
可
決
し
ま
し
た
。

北島惠子氏

建設中の小水力発電施設

芝桜の湯（芝桜公園内）

条
例
の
一
部
改
正

　
大
空
町
会
計
年
度
任
用
職

員
の
給
与
及
び
費
用
弁
償
に

関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
に

つ
い
て
、
可
決
し
ま
し
た
。

補
正
予
算

　
令
和
３
年
度
一
般
会
計
補

正
予
算
に
つ
い
て
審
議
し
、

可
決
し
ま
し
た
。

リ
ー
ル
式
散
水
機
維
持
管
理

事
業

上
地
議
員　

Ｑ
　
　
　
54
台
分
の
修
理
費
と

い
う
こ
と
だ
が
、
ど

の
よ
う
な
不
具
合
が
生
じ
た

の
か
伺
う
。

　
ま
た
、
干
ば
つ
に
よ
り
、

保
有
し
て
い
る
89
台
の
う
ち

84
台
を
貸
出
し
て
い
る
。
も

う
少
し
台
数
を
整
備
す
る
必

要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

女満別空港利用促進事業負担金などに
３千３百 81万円を追加補正
10月 19 日に開催した大空町議会第３回臨時会では、条例改正、
一般会計補正予算を審議し、可決しました。

10
月
臨
時
会

産
業
課
参
事

　
　
　
散
水
ノ
ズ
ル
の
不
具

合
や
油
圧
計
の
故
障

な
ど
、
修
繕
内
容
は
多
岐
に

わ
た
り
ま
す
。

　
増
台
に
つ
い
て
は
、
女
満

別
水
利
組
合
と
協
議
し
て
追

加
導
入
を
図
り
、
令
和
６
年

度
か
ら
散
水
で
き
る
よ
う
に

進
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

空
港
対
策
費

三
條
議
員　

Ｑ
　
　
　
女
満
別
空
港
利
用
促

進
事
業
負
担
金
の
内

容
を
伺
う
。

総
務
課
参
事

　
　
　
空
港
利
用
拡
大
の
た

め
、
感
染
症
リ
ス
ク

を
低
減
し
た
う
え
で
旅
行
意

欲
の
向
上
を
促
す
こ
と
を
目

的
と
し
、
女
満
別
空
港
発
着

の
ツ
ア
ー
造
成
、
催
行
す
る

旅
行
事
業
者
に
対
し
て
支
援

を
行
な
う
も
の
で
す
。

付加価値アイディアによる
旅行者への特典を奨励
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議会の傍聴はお気軽に！議会の傍聴はお気軽に！議会の傍聴はお気軽に！
◆定例町議会は、年４回（３月・６月・９月・１２月）
開かれます。また、臨時町議会は必要に応じて随
時開かれますので、お気軽に傍聴においでください。
◆詳しくは、議会事務局までお問い合わせください。

12月定例会は、

12月21日（火）から
開かれる予定です。

※新型コロナウイルス感染症対策のためマスクの着用・手指の消毒をお願いします。

我が町政を問う

問
　
　
　
災
害
は
身
近
な
も
の

で
あ
り
、
い
つ
発
生

す
る
か
分
か
ら
な
い
。
万
が

一
に
備
え
、
我
が
町
は
ど
の

よ
う
な
防
災
の
取
り
組
み
を

行
な
っ
て
い
る
の
か
伺
う
。

町
長

　
　
　
災
害
発
生
が
予
測
さ

れ
る
場
合
、
気
象
台

や
関
係
機
関
と
連
携
を
し
、

事
前
の
情
報
収
集
と
警
戒
に

あ
た
っ
て
い
ま
す
。

　
過
去
の
教
訓
か
ら
対
策
本

部
を
設
置
す
る
役
場
庁
舎
に

非
常
用
電
源
を
整
備
し
ま
し

た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

対
策
も
必
要
と
な
り
、
昨
年

10
月
に
は
感
染
症
を
踏
ま
え

た
避
難
所
の
設
営
訓
練
を
実

施
し
ま
し
た
。
感
染
防
止
資

材
、
衛
生
消
耗
品
の
備
蓄
も

増
強
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
本
年
７
月
、
Ｂ
＆

Ｇ
財
団
と
防
災
体
制
づ
く
り

に
つ
い
て
協
定
を
締
結
し
ま

し
た
。
現
在
、
防
災
倉
庫
を

建
設
し
て
お
り
、
資
機
材
を

整
備
し
ま
す
。
海
洋
セ
ン
タ

ー
を
活
用
し
た
避
難
所
機
能

の
拡
充
、
防
災
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
育
成
な
ど
も
図
っ
て
い

く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
８
月
に
は
自
主
防

災
組
織
が
錦
町
第
１
自
治
会

で
設
立
さ
れ
ま
し
た
。
地
域

の
防
災
を
支
え
る
、
そ
し
て

共
助
精
神
に
基
づ
く
自
発
的

な
活
動
を
期
待
し
、
側
面
か

ら
活
動
を
支
援
し
た
い
と
思

い
ま
す
。

　
現
在
、
国
と
共
同
で
河
川

防
災
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を
整
備

し
て
お
り
、
緊
急
対
応
用
の

資
材
や
車
両
な
ど
が
整
備
、

配
置
さ
れ
る
予
定
で
す
。

問
　
　
　
町
内
に
は
福
祉
避
難

所
を
含
め
て
、
指
定

の
避
難
所
が
20
カ
所
あ
る
が
、

収
容
人
数
、
収
容
ス
ペ
ー
ス

の
見
直
し
を
図
る
必
要
は
な

い
か
。

　
障
が
い
の
あ
る
方
、
高
齢

者
に
対
し
て
、
個
別
避
難
計

画
を
作
成
す
る
考
え
は
あ
る

か
伺
う
。

　
自
主
防
災
組
織
は
、
ま
だ

ま
だ
増
や
し
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
ず
、
地
域
住
民
に
取

り
組
み
を
周
知
し
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
は
な

い
か
。
災
害
直
後
は
、
自
衛

上
うえ

地
ち

史
ふみ

隆
たか

 議員

隊
、
消
防
の
救
援
を
待
つ
ま

で
タ
イ
ム
ラ
グ
が
あ
る
の
で
、

地
区
ご
と
に
訓
練
も
行
な
っ

て
い
く
必
要
が
あ
る
と
思
う

が
。

　
災
害
発
生
時
に
他
自
治
体

か
ら
職
員
の
応
援
を
受
け
る

受
援
計
画
を
整
備
し
て
い
く

必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
の

か
。

町
長

　
　
　
避
難
所
は
、
町
民
全

員
が
避
難
す
る
と
当

然
足
り
な
く
、
親
戚
や
友
人

宅
に
避
難
す
る
分
散
避
難
と

い
う
選
択
肢
に
つ
い
て
も
、

町
民
に
お
伝
え
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
高
齢
者
や
障
が
い
の
あ
る

方
は
、
避
難
行
動
要
支
援
者

に
該
当
し
、
対
象
者
３
８
６

人
の
う
ち
２
３
１
人
は
、
す

で
に
個
別
計
画
を
策
定
し
て

お
り
、
す
べ
て
の
方
の
計
画

策
定
を
目
指
し
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

　
地
域
防
災
組
織
の
設
立
に

つ
い
て
は
、
さ
ら
に
皆
様
に

ご
協
力
を
い
た
だ
く
よ
う
声

掛
け
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
自
治
体
間
の
協
力
体
制
は
、

定
住
自
立
圏
を
形
成
す
る
網

走
市
の
ほ
か
、
稲
城
市
、
氷

川
町
、
北
海
道
開
発
局
、
自

衛
隊
、
民
間
団
体
な
ど
、
計
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団
体
と
協
定
を
締
結
し
て

い
ま
す
。
受
援
計
画
を
ま
と

め
る
と
こ
ろ
ま
で
は
予
定
し

て
い
ま
せ
ん
が
、
資
機
材
の

調
達
や
人
的
支
援
な
ど
、
常

に
連
携
を
と
り
な
が
ら
対
応

し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

問
　
　
　
災
害
時
に
課
題
と
な

る
の
が
情
報
で
あ
り
、

刻
一
刻
と
変
化
す
る
情
報
を
、

ど
の
よ
う
に
地
域
住
民
の
方

に
迅
速
に
正
確
に
伝
え
る
の

か
伺
う
。

個
別
避
難
計
画
を

　
作
成
し
て
い
る
の
か

町
長
▼
避
難
行
動
要
支
援
者
全
員
の

　
　
　
計
画
策
定
を
目
指
し
た
い

町
長

　
　
　
胆
振
東
部
地
震
の
際

は
情
報
が
錯
綜
し
、

情
報
収
集
を
す
る
難
し
さ
を

痛
感
し
ま
し
た
。
現
在
は
、

い
ろ
い
ろ
な
場
所
か
ら
通
信

網
を
使
っ
た
情
報
収
集
も
可

能
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　
今
、
町
で
は
、
即
時
性
が

あ
る
も
の
と
し
て
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
、
ラ
ジ
オ
放
送
な
ど

も
活
用
し
、
４
月
か
ら
は
地

デ
ジ
広
報
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。
情
報
伝
達
が
一
番
早

い
メ
ー
ル
配
信
は
、
９
月
１

日
現
在
で
１
，
５
１
５
件
の

登
録
を
い
た
だ
い
て
お
り
、

さ
ら
に
大
勢
の
方
に
登
録
を

い
た
だ
い
て
情
報
収
集
を
し

て
い
た
だ
き
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

　
ま
た
、
こ
の
こ
と
を
増
強

さ
せ
る
た
め
に
、
現
在
、
行

政
情
報
を
発
信
す
る
た
め
の

安
心
生
活
支
援
シ
ス
テ
ム
を

構
築
し
て
い
ま
す
。

一般
質問

問
　
　
　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
感
染
急
拡
大
で

子
ど
も
の
感
染
が
増
え
、
子

ど
も
を
介
し
て
家
庭
に
感
染

が
広
が
る
事
例
も
あ
り
、
夏

休
み
の
延
長
や
分
散
登
校
を

決
め
た
自
治
体
も
あ
る
。

　
大
空
町
に
お
い
て
も
、
子

ど
も
た
ち
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
の
脅
威
に
さ
ら
さ
れ

て
い
る
が
、
教
育
の
現
場
で

は
ど
の
よ
う
な
感
染
対
策
を

行
な
っ
て
い
る
の
か
伺
う
。

教
育
長

　
　
　
国
が
作
成
し
た
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
に
関
す
る
衛
生
管
理
マ

ニ
ュ
ア
ル
「
学
校
の
新
し
い

生
活
様
式
」
に
は
、
基
本
的

な
感
染
症
対
策
、
具
体
的
な

感
染
症
予
防
対
策
、
感
染
が

広
が
っ
た
場
合
の
対
応
な
ど

が
示
さ
れ
て
お
り
、
町
で
は

本
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
基
づ
き
、

地
域
の
感
染
状
況
等
を
把
握

し
な
が
ら
感
染
症
対
策
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

問
　
　
　
コ
ロ
ナ
の
疑
い
が
あ

り
学
年
閉
鎖
な
ど
に

な
る
場
合
に
は
、
保
護
者
に

メ
ー
ル
を
い
た
だ
く
が
、
そ

の
後
に
終
息
し
た
の
か
、
ど

の
よ
う
な
対
応
を
し
た
の
か

な
ど
、
も
う
少
し
周
知
を
し

て
は
ど
う
か
。

教
育
長

　
　
　
大
空
町
に
対
す
る
北

海
道
か
ら
の
コ
ロ
ナ

感
染
情
報
は
、
事
案
が
発
生

し
た
都
度
情
報
提
供
が
あ
る

も
の
の
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保

護
の
観
点
か
ら
町
内
に
お
け

る
感
染
者
発
生
数
の
み
で
あ

り
、
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、

性
別
、
職
業
な
ど
は
一
切
提

供
さ
れ
ま
せ
ん
。

　
保
護
者
か
ら
の
情
報
が
唯

一
と
な
っ
て
い
る
現
状
で
は
、

教
育
委
員
会
と
し
て
詳
細
を

把
握
す
る
こ
と
に
限
界
が
あ

り
、
当
事
者
の
承
諾
が
得
ら

れ
る
範
囲
で
最
小
限
の
情
報

提
供
を
今
後
も
行
な
い
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

問
　
　
　
長
期
間
の
休
校
と
な

っ
た
場
合
は
、
学
習

機
会
が
奪
わ
れ
て
し
ま
う
が
、

オ
ン
ラ
イ
ン
学
習
を
取
り
組

め
る
環
境
、
体
制
に
な
っ
て

い
る
の
か
伺
う
。

教
育
長

　
　
　
昨
年
度
、
１
人
１
台

の
端
末
を
一
斉
配
置

し
ま
し
た
。
現
在
は
教
職
員

の
研
修
を
精
力
的
に
進
め
な

が
ら
、
徐
々
に
タ
ブ
レ
ッ
ト

を
活
用
し
た
授
業
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

　
今
年
度
に
入
り
、
コ
ロ
ナ

の
影
響
に
よ
る
児
童
、
生
徒

の
出
席
停
止
事
案
が
発
生
し

て
い
ま
す
。
タ
ブ
レ
ッ
ト
を

活
用
し
た
リ
モ
ー
ト
で
の
学

子
ど
も
の
コ
ロ
ナ
感
染
者
が
発
生
し
た
ら

教
育
長
▼
感
染
が
拡
大
し
な
い
よ
う
に
対
策
を
講
じ
る

息子が発熱し、病院にかか
りました。コロナ禍という
こともあり、車に待機し電
話にてやりとりを行い診察
してもらいました。
この時期は体調を崩すこと
も多いので、皆さんも気を
　　   つけてくださいね。

Ｂ＆Ｇ財団との協定書調印式

習
支
援
に
取
り
組
む
必
要
が

あ
る
と
考
え
て
お
り
、
す
で

に
一
部
の
学
校
で
は
試
行
的

に
オ
ン
ラ
イ
ン
学
習
指
導
の

実
践
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
一
斉
の
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業

に
関
し
て
は
、
運
用
や
指
導

の
課
題
を
検
証
し
な
が
ら
、

活
用
の
拡
大
を
図
り
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

問
　
　
　
国
が
９
月

上
旬
に
全

国
の
小
中
学
校
、

幼
稚
園
に
抗
原
検

査
キ
ッ
ト
を
配
布

す
る
と
報
道
が
あ

っ
た
が
、
通
知
は

来
て
い
る
の
か
。

教
育
長

　
　
　
大
空
町
に

は
、
幼
稚

園
、
小
中
学
校
に

40
回
分
、
大
空
高

校
に
１
０
０
回
分

が
配
布
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、

大
空
高
校
に
は
配
布
済
み
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
基
本
的
に
教
職
員
が
使
用

す
る
こ
と
を
国
は
想
定
し
て

お
り
、
出
勤
後
に
発
熱
や
せ

き
な
ど
の
症
状
が
見
ら
れ
、

直
ち
に
医
療
機
関
を
受
診
で

き
な
い
場
合
に
使
用
す
る
も

の
と
伺
っ
て
い
ま
す
。

国から配布された抗原検査キット
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我が町政を問う

三
さん

條
じょう

幸
ゆき

夫
お

 議員

一般
質問

問
　
　
　
行
政
改
革
に
つ
い
て

伺
う
。

　
第
３
次
大
空
町
行
政
改
革

大
綱
で
は
、
量
の
改
革
と
質

の
改
革
の
両
立
、
行
政
サ
ー

ビ
ス
の
最
適
化
と
町
民
満
足

度
の
向
上
と
し
、
４
つ
の
柱

で
行
政
推
進
計
画
を
立
て
て
、

取
り
組
ん
で
い
る
と
思
う
が
、

進
捗
状
況
と
課
題
、
次
期
計

画
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
と
新
た

な
検
討
課
題
に
つ
い
て
伺
う
。

町
長

　
　
　
行
政
改
革
は
、
地
方

自
治
法
の
中
に
規
定

さ
れ
て
い
る
住
民
の
福
祉
の

増
進
に
、
最
小
の
経
費
で
最

大
の
効
果
を
上
げ
る
こ
と
。

組
織
及
び
運
営
の
合
理
化
に

努
め
る
こ
と
等
、
避
け
て
は

通
れ
な
い
取
り
組
み
と
認
識

し
て
い
ま
す
。

　
町
で
は
、
平
成
19
年
に
第

１
次
、
24
年
に
第
２
次
、
29

年
に
第
３
次
の
行
政
改
革
大

綱
を
策
定
し
て
い
ま
す
。

　
第
１
次
で
は
、
事
務
事
業

の
見
直
し
、
職
員
数
の
削
減
、

使
用
料
・
手
数
料
を
見
直
す

た
め
の
ル
ー
ル
づ
く
り
、
指

定
管
理
者
制
度
の
推
進
な
ど

に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

　
第
２
次
で
は
、
町
民
主
体

の
自
治
実
現
を
図
る
た
め
、

自
治
基
本
条
例
の
制
定
に
重

き
を
置
い
て
き
ま
し
た
。

　
第
３
次
で
は
、
行
政
サ
ー

ビ
ス
の
最
適
化
と
町
民
満
足

度
の
向
上
を
目
的
に
据
え
、

「
多
様
な
主
体
と
の
協
働
」
、

「
事
務
事
業
改
善
に
よ
る
行

政
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
向
上
」
、

「
行
政
経
営
基
盤
の
強
化
と

機
能
的
な
組
織
編
制
」
、「
財

政
運
営
の
適
正
管
理
の
推

進
」
の
４
つ
の
柱
を
立
て
、

24
の
実
施
項
目
を
定
め
て
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。【
第
３

次
行
政
改
革
の
進
捗
状
況
は
、

表
の
と
お
り
】

行
政
サ
ー
ビ
ス
の
最
適
化
、
町
民
満
足
度
の
向
上
に
向
け
努
力
を

町
長
▼
こ
の
町
を
持
続
的
に
運
営
し
て
い
く
た
め
、
行
政
改
革
に
取
り
組
む

日頃、町民の皆さんか
らの課題を拾いあげて、
少しでも改善されるよ
う執行機関に一般質問
等させていただいてい

ます。

　
行
政
改
革
を
進
め
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
理
由
は
、

人
口
減
少
が
大
き
く
起
因
し

て
い
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

人
口
減
少
が
人
材
の
不
足
を

引
き
起
こ
し
て
い
る
一
方
、

Ｉ
Ｃ
Ｔ
や
人
工
知
能
と
い
っ

た
技
術
革
新
が
進
ん
で
い
く

も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
人
口
減
少
の
中
で
持
続
可

能
な
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て

い
く
た
め
に
は
、
好
む
と
好

ま
ざ
る
と
に
関
わ
ら
ず
、
行

政
改
革
は
欠
か
す
こ
と
の
で

き
な
い
も
の
で
あ
り
、
適
宜

見
直
し
や
新
し
い
発
想
な
ど

も
取
り
入
れ
、
鋭
意
取
り
組

ん
で
い
き
ま
す
。

総
務
課
参
事

　
　
　
持
続
可
能
な
行
政
運

営
を
行
な
っ
て
い
く

た
め
の
新
た
な
課
題
を
踏
ま

え
、
令
和
４
年
２
月
頃
を
目

標
に
第
４
次
大
空
町
行
政
改

革
大
綱
及
び
行
政
改
革
推
進

計
画
の
決
定
を
考
え
て
い
ま

す
。問

　
　
　
行
政
改
革
は
、
な
か

な
か
難
し
い
部
分
も

あ
る
と
思
う
が
、
行
政
サ
ー

ビ
ス
の
最
適
化
と
町
民
の
満

足
度
の
向
上
に
向
け
て
、
さ

ら
な
る
努
力
を
重
ね
て
い
た

だ
き
た
い
。

町
長

　
　
　
行
政
改
革
は
、
歳
出

の
削
減
で
あ
る
と
か
、

場
合
に
よ
っ
て
は
職
員
数
の

削
減
、
ま
た
、
事
業
の
取
り

止
め
、
使
用
料
や
手
数
料
の

値
上
げ
に
も
繋
が
り
、
町
民

の
皆
さ
ん
の
痛
み
も
求
め
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
よ
う
な
項

目
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

　
課
題
も
た
く
さ
ん
あ
り
ま

す
が
、
将
来
、
こ
の
町
を
持

続
的
に
運
営
し
て
い
く
た
め
、

行
政
改
革
に
取
り
組
ん
で
い

き
ま
す
。

問
　
　
　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動

の
現
況
、
課
題
、
今

後
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
伺

う
。

　
自
治
会
活
動
が
成
り
立
た

な
く
な
っ
て
い
る
小
規
模
の

自
治
会
が
存
在
し
、
さ
ま
ざ

ま
な
課
題
を
抱
え
て
い
る
こ

と
を
町
は
ど
こ
ま
で
把
握
し
、

今
後
ど
の
よ
う
な
支
援
、
取

り
組
み
が
必
要
と
考
え
て
い

る
の
か
。

　
自
治
会
活
動
の
拠
点
が
一

部
市
街
地
に
は
な
い
。
地
域

の
空
き
家
を
会
館
と
し
て
活

用
す
る
な
ど
の
支
援
が
で
き

な
い
か
伺
う
。

町
長

　
　
　
町
内
に
は
48
の
自
治

会
が
あ
り
、
花
い
っ

ぱ
い
運
動
、
健
康
づ
く
り
、

交
通
安
全
、
防
犯
、
防
災
、

ス
ポ
ー
ツ
交
流
、
そ
し
て
高

齢
者
や
女
性
・
青
少
年
の
交

流
育
成
事
業
な
ど
、
幅
広
く

活
動
さ
れ
て
い
る
実
態
が
あ

り
ま
す
。
し
か
し
、
世
帯
数

の
減
少
、
高
齢
化
な
ど
の
理

由
に
よ
り
、
活
動
が
縮
小
し

て
い
る
と
い
う
状
況
も
伝
え

聞
い
て
い
ま
す
。

　
大
空
町
発
足
当
初
か
ら
、

積
極
的
な
自
治
会
活
動
を
進

め
る
に
は
自
治
会
の
再
編
も

必
要
で
は
な
い
か
と
、
さ
ま

ざ
ま
な
機
会
に
協
議
を
促
し

て
き
ま
し
た
。
平
成
27
年
度

に
は
、
具
体
的
な
規
模
と
し

て
15
世
帯
未
満
の
自
治
会
を

対
象
に
検
討
を
お
願
い
し
た

経
過
が
あ
り
ま
す
が
、
単
位

自
治
会
で
統
合
す
る
と
い
う

意
思
表
示
が
な
い
こ
と
か
ら
、

再
編
の
議
論
が
進
ん
で
こ
な

か
っ
た
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　
現
在
は
、
再
編
に
つ
い
て

町
か
ら
提
案
す
る
こ
と
は
せ

ず
、
自
治
会
か
ら
相
談
が
あ

れ
ば
対
応
す
る
と
い
う
こ
と

に
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
空
き
家
等
の
活
用
で
す
が
、

女
満
別
市
街
地
区
に
は
公
民

館
や
会
館
は
な
く
、
各
自
治

会
は
、
学
校
や
研
修
会
館
な

ど
の
公
共
施
設
を
活
用
し
、

活
動
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
現
在
、
市
街
地
区
の
自
治

会
か
ら
町
に
対
し
て
、
空
き

家
を
活
用
し
た
い
と
い
っ
た

要
望
は
届
い
て
お
ら
ず
、
ど

う
対
応
し
て
い
く
か
、
ま
だ

十
分
検
討
さ
れ
て
い
な
い
状

況
で
す
。

問
　
　
　
コ
ロ
ナ
禍
で
、
ま
す

ま
す
住
民
の
つ
な
が

り
が
な
く
な
っ
て
き
て
い
る
。

　
各
自
治
会
の
リ
ー
ダ
ー
の

育
成
、
自
治
会
活
動
を
行
な

い
や
す
く
す
る
環
境
整
備
等

は
、
行
政
が
も
っ
と
関
わ
り

を
持
っ
て
対
策
を
講
じ
て
い

く
こ
と
が
必
要
で
は
な
い
か
。

　
ま
た
、
地
域
づ
く
り
を
担

う
た
め
に
は
、
活
動
の
拠
点

が
ど
う
し
て
も
必
要
だ
と
思

う
。
自
治
会
の
中
に
、
誰
で

も
気
軽
に
集
え
る
場
所
が
あ

れ
ば
、
高
齢
者
の
見
守
り
や

自
主
的
防
災
活
動
へ
の
取
り

組
み
な
ど
、
も
っ
と
地
域
住

民
の
役
割
等
を
認
識
し
、
活

動
が
活
発
化
さ
れ
て
い
く
と

思
う
の
で
、
支
援
を
お
願
い

し
た
い
。

町
長

　
　
　
自
治
会
の
中
の
リ
ー

ダ
ー
を
育
て
て
い
く

こ
と
は
、
行
政
の
役
割
で
も

あ
る
と
同
時
に
、
自
治
会
な

り
自
治
会
連
合
会
と
し
て
も

取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
こ
と
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

空
き
家
を
自
治
会
活
動
の

　
拠
点
と
し
て
活
用
で
き
な
い
か

町
長
▼
自
治
会
か
ら
設
置
要
望
等
は

　
　
　
届
い
て
い
な
い

　
ま
た
、
自
治
会
の
活
動
拠

点
に
つ
い
て
は
、
例
え
ば
、

地
域
の
中
に
空
き
家
が
存
在

し
、
そ
れ
を
買
う
場
合
、
借

り
る
場
合
に
対
す
る
町
と
し

て
の
支
援
措
置
な
ど
は
、
考

え
て
も
い
い
の
で
は
な
い
か

と
思
い
ま
す
。
も
し
、
そ
う

い
う
方
向
で
と
い
う
こ
と
で

あ
れ
ば
、
先
進
地
の
市
町
村

の
事
例
な
ど
も
参
考
に
し
な

が
ら
、
お
諮
り
を
し
た
い
と

思
い
ま
す
。

自治会対抗で開催された町民運動会（平成 27年）

行政改革にはさらなる努力を

大空町の自治会数（加入世帯数別）
加入世帯数 自治会数
10世帯未満 ２自治会
10 ～ 19世帯 ８自治会
20 ～ 29世帯 11自治会
30 ～ 49世帯 10自治会
50 ～ 99世帯 11自治会
100世帯以上 ６自治会

第３次大空町行政改革推進計画の主な進捗状況

◆多様な主体との協働
・広報誌のほか、ＦＭあばしりや地デジを活用した広

報活動を実施
・新たな情報配信システムを構築中
◆事務事業改善による行政サービスの質の向上
・高度通信基盤整備により、町全域で光ブロードバン

ドサービスが利用可能に
◆行政経営基盤の強化と機能的な組織編制
・職員定員適正化の進行管理を継続実施
・農業担い手センターを産業課に移管、移住・定住支

援室の設置、幼児教育の認定申請等を福祉課に移管
◆財政運営の適正管理の推進
・公共施設等総合管理計画に基づき、公共施設の更新

や統廃合を検討中
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～各会計総額138億円の事業の取組みを審議～～各会計総額138億円の事業の取組みを審議～

令
和
２
年
度
決
算

長期的視野に立った
　　  財政運営を検証

問
　
　
　
大
空
高
校
開
校
か
ら

現
在
ま
で
の
運
営
状

況
を
伺
う
。

教
育
長

　
　
　
大
空
高
校
は
、
町
立

の
全
日
制
総
合
学
科

と
し
て
新
た
な
ス
タ
ー
ト
を

切
り
、
道
内
外
か
ら
29
名
の

新
入
生
を
迎
え
、
学
校
運
営

を
進
め
て
き
ま
し
た
。
し
か

し
、
コ
ロ
ナ
の
猛
威
は
凄
ま

じ
く
、
学
校
休
校
や
販
売
会

の
中
止
な
ど
が
余
儀
な
く
さ

れ
ま
し
た
が
、
そ
の
よ
う
な

中
で
も
生
徒
１
人
１
台
の
端

末
貸
与
や
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
を
フ

ル
活
用
し
、
学
校
も
総
力
を

挙
げ
、
生
徒
の
学
習
機
会
を

喪
失
す
る
こ
と
の
な
い
よ
う

教
育
活
動
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

　
ま
た
、
１
年
生
と
２
、
３

年
生
は
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
が

異
な
り
、
キ
ャ
ン
パ
ス
も
東

藻
琴
と
女
満
別
に
分
か
れ
て

い
ま
す
が
、
生
徒
会
活
動
や

学
校
祭
の
準
備
な
ど
に
Ｉ
Ｃ

Ｔ
機
器
を
活
用
す
る
こ
と
で

生
徒
同
士
の
交
流
が
積
極
的

に
図
ら
れ
、
学
校
と
し
て
の

一
体
感
が
醸
成
さ
れ
つ
つ
あ

り
ま
す
。

　
課
外
活
動
で
は
、
生
徒
の

主
体
性
を
尊
重
す
る
た
め
、

既
存
の
部
活
動
以
外
も
同
好

会
か
ら
ス
タ
ー
ト
で
き
る
仕

組
み
を
つ
く
り
、
同
好
会
誕

生
に
結
び
つ
け
よ
う
と
意
欲

的
に
活
動
を
展
開
し
て
い
ま

す
。

　
町
が
設
置
し
て
い
る
公
設

塾
に
は
、
現
在
17
名
の
生
徒

が
参
加
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
夢

や
目
標
実
現
の
た
め
、
日
々

学
習
に
励
ん
で
い
ま
す
。

　
ま
た
、
寄
宿
舎
に
は
１
年

生
10
名
が
加
わ
り
、
男
子
生

徒
８
名
、
女
子
生
徒
11
名
の

計
19
名
の
生
徒
が
入
寮
し
て

い
ま
す
。

問
　
　
　
大
空
高
校
寄
宿
舎
整

備
事
業
の
方
向
性
に

つ
い
て
伺
う
。

教
育
長

　
　
　
東
藻
琴
寄
宿
舎
の
老

朽
化
を
踏
ま
え
、
改

築
に
向
け
調
査
設
計
業
務
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

　
新
し
い
寄
宿
舎
の
整
備
は
、

単
に
老
朽
化
対
策
や
生
活
の

利
便
性
を
向
上
す
る
だ
け
で

は
な
く
、
地
域
の
方
々
や
道

内
外
で
活
躍
す
る

さ
ま
ざ
ま
な
人
材

と
高
校
と
の
接
点

の
機
会
を
つ
く
り
、

双
方
が
学
び
合
い

な
が
ら
地
域
の
活

性
化
に
つ
な
げ
る

こ
と
を
目
的
と
し

た
、
学
び
と
交
流

の
機
能
を
併
せ
持

っ
た
拠
点
施
設
と

し
て
考
え
て
い
ま

す
。

大
空
町
第
２
次
総
合
戦
略
で

は
、
地
域
を
支
え
る
人
づ
く

り
の
観
点
か
ら
大
空
高
校
を

地
域
振
興
の
核
と
位
置
づ
け

て
お
り
、
地
域
と
一
体
と
な

っ
て
、
人
づ
く
り
、
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
て
い
く
こ
と
と

し
て
い
ま
す
。

問
　
　
　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス

ク
ー
ル
の
導
入
に
つ

い
て
伺
う
。

教
育
長

　
　
　
町
で
は
、
令
和
２
年

度
に
町
内
小
中
学
校

に
設
置
し
、
学
校
と
地
域
間

に
お
け
る
情
報
や
課
題
の
共

有
化
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
大
空
高
校
に
お
い
て
も
、

高
校
創
設
の
趣
旨
で
あ
る
地

域
と
と
も
に
つ
く
る
学
校
を

実
現
す
る
た
め
、
導
入
に
向

け
た
準
備
を
進
め
ま
す
。

問
　
　
　
寄
宿
舎
整
備
も
含
め
、

広
く
意
見
を
聞
き
、

町
民
が
高
校
を
サ
ポ
ー
ト
す

る
地
域
支
援
組
織
を
検
討
い

た
だ
き
た
い
。

教
育
長

　
　
　
大
空
高
校
生
の
３
年

間
を
し
っ
か
り
と
支

え
る
地
域
支
援
組
織
が
必
要

で
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル

が
学
校
経
営
や
教
育
活
動
内

容
を
定
め
る
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ

の
支
援
組
織
で
あ
る
の
に
対

し
、
地
域
支
援
組
織
は
、
計

画
実
現
の
た
め
の
実
働
部
隊

と
も
言
え
る
も
の
で
す
。

　
学
校
で
の
地
域
探
究
的
な

学
び
へ
の
支
援
、
学
校
外
で

の
様
々
な
活
動
の
た
め
の
支

援
、
ま
た
、
大
空
高
校
生
と

地
域
の
方
々
と
の
交
流
事
業

な
ど
を
展
開
し
て
い
け
た
ら

と
思
っ
て
い
ま
す
。

一般
質問

町
民
が
高
校
を
サ
ポ
ー
ト
す
る

　
地
域
支
援
組
織
の
検
討
を

教
育
長
▼
し
っ
か
り
支
え
る
組
織
が
必
要
で

　
　
　
　
あ
る
と
思
っ
て
い
る

後
ご

藤
とう

　忍
しのぶ

 議員

オープンキャンパスには、
道内外から 66 名もの生
徒に参加いただいたよう
です。来年度のさらなる
飛躍に期待したいです。

建替を検討している大空高校東藻琴寄宿舎

コミュニティ・スクールとは

一口
　メモ

　地域とともにある学校づくりを進めるため、
保護者や地域住民が参画し、学校の教育目標や
経営方針などを協議する場として学校運営協議
会が設置され、この学校運営協議会を導入した
学校が「コミュニティ・スクール」と呼ばれて
います。

決算審査特別委員会を開催し、令和２年度の決算を認定
　10月19日、決算審査特別委員会を開催しました。
　令和２年度の一般会計、特別会計を合算した決算額は、歳入140億7,672万円、歳出137億9,232万
円で、形式収支は２億8,440万円の黒字となりました。
　一般会計の歳入の主なものは、地方交付税や国、北海道からの補助金など依存財源が全体の80.7
％を占め、自主財源である町税や使用料などは19.3％であり、町財政の大半を国や北海道からのお
金に頼っている状況にあります。
　歳出では、人件費や公債費、扶助費の義務的経費が全体の27.9％を占め、健全な町財政運営のた
め、将来を見据えた長期的で計画的な財政運営が今後とも必要です。
　決算審査特別委員会では、令和２年度の予算執行及び事業運営の状況を審議し、すべて原案の
とおり認定しました。

各
会
計
決
算
の
質
疑
応
答

　
軽
自
動
車
税

�

【
２
，
８
４
０
万
円
】

　
　
　
　
　
　
軽
自
動
車
等

の
登
録
台
数
を
伺
う
。

　
　
　
　
　
　
原
動
機
付
自

転
車
、
軽
自
動
車
、
農
耕
作

業
車
等
、
合
計
で
５
，
８
０

３
台
が
登
録
さ
れ
て
い
ま
す
。

ゴ
ル
フ
場
利
用
税
交
付
金

�

【
２
８
３
万
円
】

　
　
　
　
　
　
交
付
金
の
内

訳
を
伺
う
。

　
　
　
　
　
　
ゴ
ル
フ
場
利

用
税
（
４
０
０
円
）
の
10
分

の
７
が
町
に
交
付
さ
れ
る
も

の
で
、
令
和
２
年
度
は
１
万

92
人
（
課
税
対
象
）
が
利
用

さ
れ
て
い
ま
す
。

合
同
納
骨
塚
使
用
料

�

【
９
万
円
】

　
　
　
　
　
　
こ
れ
ま
で
の

利
用
件
数
を
伺
う
。

　
　
　
　
　
　
15
体
が
納
骨

さ
れ
、
生
前
予
約
が
８
件
あ

り
ま
す
。

☆
一
般
会
計
☆

【
歳
　
入
】

三
條
委
員

住
民
課
長

三
條
委
員

住
民
課
長

三
條
委
員

住
民
課
長

証
明
手
数
料【
１
０
７
万
円
】

　
　
　
　
　
　
マ
イ
ナ
ン
バ

ー
カ
ー
ド
の
発
行
実
績
と
併

せ
、
発
行
実
績
向
上
の
た
め

に
ど
の
よ
う
な
取
り
組
み
を

行
な
っ
た
の
か
伺
う
。

　
　
　
　
　
　
　
交
付
枚
数

は
、
本
年
９
月
30
日
現
在
で

１
，
７
４
３
枚
、
交
付
率
は

25
．
37
％
で
す
。
国
で
実
施

し
た
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
の
発

行
や
特
例
給
付
金
の
オ
ン
ラ

イ
ン
申
請
に
必
要
な
こ
と
か

ら
、
交
付
率
が
上
が
っ
た
も

の
と
考
え
て
い
ま
す
。

不
用
物
品
売
払
代

�

【
８
５
７
万
円
】

　
　
　
　
　
　
ど
の
よ
う
な

物
品
を
売
払
い
し
た
の
か
伺

う
。

　
　
　
　
　
　
公
用
車
、
除

雪
ド
ー
ザ
、
除
雪
グ
レ
ー
ダ

ー
な
ど
を
売
払
い
し
て
い
ま

す
。 後

藤
委
員

福
祉
課
参
事

三
條
委
員

総
務
課
長

資
源
物
売
払
代

�

【
２
６
９
万
円
】

　
　
　
　
　
　
大
ま
か
な
内

訳
を
伺
う
。

　
　
　
　
　
　
ト
ー
タ
ル
で

５
６
１
ト
ン
の
資
源
物
を
売

払
い
し
て
い
ま
す
。

一
般
寄
附
金

�

【
２
億
４
０
０
万
円
】

　
　
　
　
　
　
ふ
る
さ
と
応

援
寄
附
金
の
使
途
を
伺
う
。

　
　
　
　
　
　
寄
附
金
の
使

途
に
は
、
未
来
を
担
う
子
ど

も
た
ち
を
育
む
事
業
、
高
齢

者
が
い
き
い
き
と
暮
ら
せ
る

事
業
な
ど
が
あ
り
、
幼
稚
園

や
学
校
の
備
品
購
入
費
、
高

齢
者
移
動
支
援
事
業
の
財
源

な
ど
に
使
用
し
て
い
ま
す
。

三
條
委
員

住
民
課
長

上
地
委
員

住
民
課
長

ふるさと応援寄附金の一部を財源として購入した
フットサルゴール（女満別中学校）
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広
報
広
聴
事
業

�
【
１
，
４
３
２
万
円
】

　
　
　
　
　
　
ふ
れ
あ
い
意

見
箱
へ
の
投
函
は
年
間
何
件

あ
り
、
ど
う
い
う
取
り
扱
い

を
し
て
い
る
の
か
伺
う
。

　
　
　
　
　
　
　
公
共
施
設

の
修
繕
、
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品

券
に
関
す
る
こ
と
な
ど
、
44

件
の
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　
基
本
的
に
は
質
問
い
た
だ

い
た
方
に
直
接
回
答
し
て
い

ま
す
が
、
町
民
に
広
く
周
知

す
べ
き
も
の
は
、
町
広
報
誌

に
質
問
と
回
答
を
掲
載
し
て

い
ま
す
。

元
気
づ
く
り
応
援
事
業
補
助

金
【
60
万
円
】

　
　
　
　
　
　
ど
の
よ
う
な

事
業
に
補
助
し
た
の
か
伺
う
。

　
　
　
　
　
　
　
Ｙ
Ｏ
Ｓ
Ａ

Ｋ
Ｏ
Ｉ
ソ
ー
ラ
ン
を
通
じ
た

地
域
づ
く
り
、
有
機
栽
培
カ

ボ
チ
ャ
の
加
工
品
開
発
、
コ

ン
サ
ー
ト
公
演
の
開
催
に
交

付
し
て
い
ま
す
。

【
歳
　
出
】

三
條
委
員

総
務
課
参
事

三
條
委
員

総
務
課
参
事

移
住
・
定
住
対
策
事
業

�

【
３
５
３
万
円
】

　
　
　
　
　
　
移
住
相
談
等

の
動
向
を
伺
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
26
件

の
相
談
が
あ
り
、
岐
阜
県
か

ら
１
名
、
埼
玉
県
か
ら
１
名

が
移
住
し
て
い
ま
す
。
ア
フ

タ
ー
コ
ロ
ナ
に
向
け
、
移
住

フ
ェ
ア
等
に
参
加
し
、
生
の

声
を
聞
き
な
が
ら
制
度
的
な

こ
と
を
考
え
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

地
域
情
報
通
信
基
盤
整
備
推

進
事
業

�

【
４
億
２
，
３
８
７
万
円
】

　
　
　
　
　
　
現
時
点
で
何

世
帯
が
回
線
に
接
続
し
て
い

る
の
か
伺
う
。

　
ま
た
、
児
童
生
徒
が
リ
モ

ー
ト
授
業
を
で
き
る
体
制
に

な
っ
て
い
る
の
か
伺
う
。

　
　
　
　
　
　
町
民
と
情
報

通
信
事
業
者
の
個
々
の
契
約

で
あ
り
、
詳
細
な
状
況
は
把

握
で
き
て
い
ま
せ
ん
。

　
　
　
　
　
　
　
　
光
回
線

整
備
の
補
助
は
、
昨
年
２
件
、

今
年
度
25
件
程
度
の
申
込
み

に
留
ま
っ
て
い
ま
す
。
通
信

費
用
は
各
家
庭
の
負
担
と
な

る
こ
と
か
ら
、
な
か
な
か
整

備
に
至
っ
て
い
な
い
こ
と
も

事
実
で
す
。

後
藤
委
員

移
住
・
定
住
支
援
室
長

原
本
委
員

総
務
課
長

生
涯
学
習
課
長

地
域
職
業
紹
介
事
業

�

【
96
万
円
】

　
　
　
　
　
　
農
家
ア
ル
バ

イ
ト
は
年
間
ど
の
く
ら
い
斡

旋
し
て
い
る
の
か
。

　
ま
た
、
斡
旋
し
て
事
故
が

あ
っ
た
場
合
の
対
応
に
つ
い

て
伺
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
農
家

22
戸
の
利
用
が
あ
り
、
６
７

２
名
を
紹
介
し
ま
し
た
。

　
求
人
票
受
理
の
際
に
労
災

等
の
加
入
状
況
を
確
認
し
て

い
ま
す
。

自
治
会
活
動
支
援
交
付
金

�

【
３
６
７
万
円
】

　
　
　
　
　
　
自
治
会
は
役

員
が
毎
年
変
わ
る
た
め
、「
ど

の
よ
う
な
活
動
を
行
な
え
ば

い
い
の
か
」
と
よ
く
聞
か
れ

る
が
、
行
政
側
で
説
明
を
し

て
い
る
の
か
伺
う
。

　
　
　
　
　
　
連
合
会
や
各

地
区
の
総
会
の
際
に
説
明
し

て
い
ま
す
。
コ
ロ
ナ
の
影
響

で
従
来
の
活
動
が
で
き
な
い

三
條
委
員

移
住
・
定
住
支
援
室
長

齋
藤
委
員

住
民
課
長

事
情
も
あ
り
、
行
政
側
も
活

動
に
関
し
て
、
と
も
に
検
討

さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

高
齢
者
移
動
支
援
事
業

�

【
１
，
１
１
３
万
円
】

　
　
　
　
　
　
コ
ロ
ナ
対
策

で
追
加
交
付
し
た
福
祉
タ
ク

シ
ー
券
の
執
行
率
を
伺
う
。

　
ま
た
、
こ
の
事
業
の
成
果

を
今
後
し
っ
か
り
と
検
証
願

い
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
女
満
別
地

区
が
交
付
率
48
．
６
％
、
使

用
率
62
．
５
％
、
東
藻
琴
地

区
が
交
付
率
52
．
８
％
、
使

用
率
59
．
２
％
で
し
た
。

　
事
業
の
検
証
は
内
部
で
協

議
し
、
対
策
を
検
討
し
て
い

き
ま
す
。

地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
管
理
費

�

【
２
７
４
万
円
】

　
　
　
　
　
　
事
務
所
内
の

ホ
ー
ル
が
あ
ま
り
利
用
さ
れ

て
い
な
い
が
、
今
後
に
向
け

て
検
討
し
て
い
る
こ
と
が
あ

れ
ば
伺
う
。

　
　
　
　
　
　
　
コ
ロ
ナ
収

束
に
よ
り
事
業
が
実
施
で
き

る
状
況
に
な
れ
ば
、
陶
芸
サ

ー
ク
ル
や
ち
あ
ふ
る
の
作
品

展
示
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

の
場
所
と
し
て
活
用
を
考
え

て
い
ま
す
。

松
田
委
員

福
祉
課
参
事

三
條
委
員

福
祉
課
参
事

保
健
衛
生
一
般
事
務
費

�

【
４
１
２
万
円
】

　
　
　
　
　
　
大
空
健
康
ダ

イ
ヤ
ル
の
利
用
件
数
を
伺
う
。

　
ま
た
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末

を
活
用
し
た
安
心
生
活
支
援

事
業
と
連
携
し
、
皆
さ
ん
が

安
心
し
て
生
活
で
き
る
よ
う

に
進
め
て
い
た
だ
き
た
い
。

　
　
　
　
　
　
小
児
科
系
、

内
科
系
な
ど
多
岐
に
わ
た
る

相
談
が
２
８
３
件
あ
り
ま
し

た
。

　
情
報
技
術
の
活
用
、
人
と

対
話
を
す
る
大
切
さ
も
意
識

し
な
が
ら
、
よ
い
方
向
に
向

け
て
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

後
藤
委
員

福
祉
課
長

保
健
衛
生
諸
負
担
金

�

【
６
０
２
万
円
】

　
　
　
　
　
　
網
走
厚
生
病

院
脳
神
経
外
科
整
備
事
業
と

し
て
２
１
２
万
円
の
負
担
を

し
て
い
る
が
、
大
空
町
民
の

受
診
は
、
ど
の
程
度
あ
る
の

か
伺
う
。

　
　
　
　
　
　
令
和
２
年
度

は
、
入
院
患
者
数
が
42
人
、

外
来
患
者
数
が
１
７
６
人
、

救
急
車
受
入
件
数
が
24
件
と

な
っ
て
い
ま
す
。

医
療
・
介
護
従
事
者
等
確
保

事
業
【
１
８
４
万
円
】

　
　
　
　
　
　
補
助
金
対
象

者
の
内
訳
を
伺
う
。

　
ま
た
、
人
材
不
足
で
利
用

者
へ
の
サ
ー
ビ
ス
低
下
に
つ

な
が
ら
な
い
よ
う
取
り
組
ん

で
い
た
だ
き
た
い
。

　
　
　
　
　
　
医
療
等
関
係

施
設
に
継
続
し
て
１
年
間
就

業
し
て
い
る
方
（
女
満
別
地

区
の
病
院
３
名
、
福
祉
施
設

４
名
、
東
藻
琴
地
区
の
福
祉

施
設
４
名
）
11
名
が
対
象
と

な
り
ま
し
た
。

　
人
材
不
足
に
よ
り
勤
務
体

制
や
サ
ー
ビ
ス
に
影
響
が
出

る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
の
で
、

ど
う
い
っ
た
と
こ
ろ
で
行
政

と
し
て
サ
ポ
ー
ト
で
き
る
の

か
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

上
地
委
員

福
祉
課
長

松
田
委
員

福
祉
課
長

基
幹
病
院
診
療
継
続
支
援
補

助
金
【
１
，
０
０
０
万
円
】

　
　
　
　
　
　
令
和
２
年
度

の
女
満
別
中
央
病
院
受
診
者

数
を
伺
う
。

　
　
　
　
　
　
入
院
患
者
数

が
延
べ
１
万
８
，
４
６
４
人
、

外
来
患
者
数
が
延
べ
１
万
３
，

８
２
８
人
で
す
。

網
走
し
尿
処
理
施
設
負
担
金

�

【
２
，
０
０
４
万
円
】

　
　
　
　
　
　
網
走
市
と
の

人
口
比
率
か
ら
す
る
と
、
負

担
金
が
高
い
の
で
は
な
い
か
。

　
　
　
　
　
　
人
口
割
で
は

な
く
、
し
尿
、
浄
化
槽
汚
泥

の
搬
入
量
に
基
づ
き
算
定
し

て
い
ま
す
。

水
産
業
振
興
事
業

�

【
２
５
５
万
円
】

　
　
　
　
　
　
網
走
湖
の
資

源
調
査
に
よ
り
、
ど
の
よ
う

な
こ
と
が
分
か
っ
た
の
か
伺

う
。

　
　
　
　
　
　
湖
の
低
塩
分

化
に
よ
り
、
シ
ジ
ミ
の
産
卵

が
あ
ま
り
行
わ
れ
て
い
な
い

状
況
に
あ
り
、
シ
ジ
ミ
の
種

苗
を
放
流
す
る
こ
と
で
資
源

維
持
の
一
助
と
し
ま
し
た
。

　
ワ
カ
サ
ギ
、
シ
ラ
ウ
オ
は
、

資
源
量
及
び
サ
イ
ズ
の
予
測

に
よ
り
、
漁
獲
量
の
規
制
を

行
な
い
、
次
年
度
の
親
魚
を

上
地
委
員

福
祉
課
長

三
條
委
員

住
民
課
長

上
地
委
員

産
業
課
長

確
保
し
孵
卵
器
を
使
用
す
る

こ
と
で
、
生
存
率
を
大
幅
に

上
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

藻
琴
山
温
泉
芝
桜
公
園
誘
客

促
進
事
業
【
８
３
９
万
円
】

　
　
　
　
　
　
芝
桜
公
園
の

Ｐ
Ｒ
の
仕
方
、
イ
ベ
ン
ト
に

つ
い
て
の
考
え
方
を
伺
う
。

　
　
　
　
　
　
　
来
年
以
降

も
コ
ロ
ナ
の
状
況
を
見
据
え

な
が
ら
、
誘
客
促
進
で
き
る

よ
う
な
内
容
で
Ｐ
Ｒ
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
お
り
、
今

後
、
芝
桜
ま
つ
り
実
行
委
員

会
の
企
画
会
議
で
内
容
を
煮

詰
め
た
い
と
思
い
ま
す
。

観
光
振
興
一
般
事
務
費

�

【
２
５
１
万
円
】

　
　
　
　
　
　
サ
イ
ク
ル
ア

ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
オ
ホ
ー
ツ
ク

推
進
協
議
会
負
担
金
１
０
０

万
円
の
内
容
を
伺
う
。

深
川
委
員

総
合
支
所
長

三
條
委
員

　
　
　
　
　
　
観
光
の
魅
力

と
サ
イ
ク
リ
ン
グ
に
よ
り
来

訪
者
を
増
や
す
た
め
、
自
然

や
食
、
景
観
な
ど
の
観
光
情

報
を
発
信
し
、
地
域
の
活
性

化
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
い
ま
す
。

旧
幼
稚
園
解
体
事
業

�

【
３
７
４
万
円
】

　
　
　
　
　
　
何
ら
か
の
条

件
を
付
け
て
、
財
務
局
に
敷

地
を
返
還
し
た
の
か
伺
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
令
和
２

年
度
に
女
満
別
幼
稚
園
解
体

の
実
施
設
計
を
行
な
い
、
現

在
、
解
体
工
事
を
進
め
て
い

ま
す
。

　
解
体
工
事
の
完
了
後
、
国

と
返
還
に
つ
い
て
の
協
議
に

な
る
と
思
い
ま
す
。

文
化
財
管
理
費

�

【
３
７
８
万
円
】

　
　
　
　
　
　
女
満
別
湿
生

植
物
群
落
調
査
委
託
の
概
要

を
伺
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
令
和
２

年
度
は
、
地
下
水
位
調
査
、

群
落
内
の
地
形
及
び
植
生
の

抽
出
を
実
施
し
ま
し
た
。
今

後
、
群
落
の
保
護
、
保
全
に

向
け
、
生
態
や
環
境
の
有
識

者
で
組
織
す
る
委
員
会
を
設

置
し
、
意
見
を
い
た
だ
く
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

産
業
課
長

三
條
委
員

生
涯
学
習
課
長

三
條
委
員

生
涯
学
習
課
参
事

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
対
策
事
業
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
事
業
実
施
に

よ
り
、
具
体
的
に
ど
の
よ
う

な
効
果
が
あ
っ
た
の
か
伺
う
。

　
　
　
　
　
　
ワ
ク
チ
ン
接

種
は
、
10
月
18
日
現
在
で
２

回
目
の
接
種
率
が
89
．
４
％

と
な
っ
て
い
ま
す
。
大
空
町

で
は
、
接
種
の
日
時
、
会
場

を
あ
ら
か
じ
め
設
定
し
て
案

内
し
た
こ
と
で
、
20
代
の
２

回
目
接
種
率
も
８
割
を
超
え
、

全
国
的
に
も
高
い
接
種
率
で

あ
る
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
プ
レ
ミ
ア
ム

商
品
券
事
業
や
飲
食
店
応
援

商
品
券
事
業
、
商
工
業
持
続

化
支
援
事
業
な
ど
を
実
施
し
、

消
費
の
喚
起
や
事
業
継
続
の

た
め
の
支
援
に
つ
な
が
っ
た

と
考
え
て
い
ま
す
。

☆
総
括
質
疑
☆

齋
藤
委
員

福
祉
課
長

産
業
課
長

ワクチン集団接種会場

多くの観客が訪れた芝桜まつりの
ステージイベント（平成３０年）

町内１０箇所に設置の
ふれあい意見箱

　
　
　
　
　
　
管
内
の
町
村

と
比
較
し
、
多
種
多
様
な
方

策
を
と
り
、
経
済
対
策
を
打

っ
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、

町
内
で
２
件
の
事
業
所
が
閉

鎖
し
た
こ
と
も
事
実
で
あ
り
、

大
変
残
念
で
あ
る
と
受
け
止

め
て
い
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
対
策
の
強
化
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
コ
ロ
ナ
と
共

存
共
栄
す
る
と
考
え
た
と
き
、

地
域
で
ど
れ
だ
け
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
か
、
町
外
の
人
に

安
心
し
て
来
て
も
ら
え
る
か

が
ポ
イ
ン
ト
に
な
る
と
思
う
。

今
以
上
の
感
染
対
策
を
強
化

す
べ
き
だ
と
考
え
る
が
。

　
　
　
　
　
　
今
時
点
で
考

え
ら
れ
る
対
策
は
総
点
検
を

し
な
が
ら
実
施
し
て
い
ま
す

の
で
、
今
後
は
施
設
整
備
の

際
、
最
初
か
ら
感
染
防
止
対

策
が
で
き
る
よ
う
な
と
こ
ろ

を
目
指
し
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

地
域
の
医
療
体
制
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
今
回
、
コ
ロ

ナ
で
地
域
医
療
の
脆
さ
が
露

呈
し
た
が
、
今
後
の
体
制
の

整
え
方
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　
　
　
　
　
ひ
と
つ
の
町

だ
け
で
す
べ
て
の
医
療
を
担

う
こ
と
は
で
き
な
い
と
改
め

町　
　
長

松
田
委
員

町　
　
長

松
田
委
員

町　
　
長

て
分
か
り
ま
し
た
。
近
隣
市

町
村
、
大
き
な
病
院
と
の
連

携
を
作
っ
て
い
く
こ
と
が
、

安
心
に
つ
な
が
る
も
の
と
思

い
ま
す
。

公
共
施
設
の
取
扱
い
に
つ
い

て
　
　
　
　
　
　
緊
急
事
態
宣

言
に
伴
う
公
共
施
設
の
閉
鎖

な
ど
は
、
各
市
町
村
共
通
の

認
識
で
連
携
を
図
っ
て
い
た

だ
き
た
い
。

　
　
　
　
　
　
大
空
町
民
が

北
見
や
網
走
な
ど
に
出
向
き
、

公
共
施
設
を
利
用
さ
れ
て
い

る
一
方
で
、
北
見
市
民
や
網

走
市
民
が
本
町
の
パ
ー
ク
ゴ

ル
フ
場
を
利
用
さ
れ
て
い
ま

す
。
お
互
い
の
公
共
施
設
の

利
用
の
あ
り
方
に
つ
い
て
は
、

各
首
長
と
議
論
を
深
め
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

松
田
委
員

町　
　
長

町外者の利用も多いパークゴルフ場
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～総務厚生・産業建設文教　両常任委員会で「所管　事務調査」を実施しました～
まちの将来を見据えて 議会でチェック！

しょうしょう らいらい みみ すす
　７月26日に総務厚生常任委員会、８月
24日に産業建設文教常任委員会が、それ
ぞれ所管する事務の中から今チェックす
るべき施設等を調査しました。その内容に
ついて、主なものをお知らせいたします。Ｑ　所管事務調査とは？　議会が自主的に常任委員会で所管する事務を取り上げ、積極的に調査するもの。委 員の認識や理解を深め、専門的審査を高めるために行います。

①開園後の状況について〔認定こども園めまんべつ〕
・開園時間の延長、３歳未満児の入園数の拡大、栄養士・看護師の配置、
給食化などに取り組み、３歳未満児の保育サポート、アレルギー対
策など慎重に対処しているほか、特別支援教育においても園内で議
論して日常的に情報共有に努めており、保護者が安心して就労でき
るこども園として運営されていることを確認した。

②社会福祉協議会移転の効果、今後の展開について〔地域福祉センター〕
・大勢が出席する会議にも対応可能なスペースがあり、地域コミュニ
ティの場所として各種団体に周知し、活用の拡大を期待したい。

③管理運営状況について〔リサイクルセンター〕
・コロナ禍における外出機会の減少によるものなのか、古着や小型家
電の処理量が増えているが、全体としては減少傾向にあり、施設の
運営に影響は出ていないことを確認した。

④コロナ禍における宿泊施設の経営状況について〔地域振興施設〕
・指定管理者の努力のほか、公的な財政支援、休業協力金、公共料金
の減免と併せ、独自に金融機関から資金融資を受け財務基盤の強化
を図るなど、健全経営に努めていることを確認した。

⑤施設、付帯設備の状況について〔葬斎場〕
・内装、外装ともに特に問題はないと思われるが、１号火葬炉は25
年以上経過しているため、今後の保守点検には留意が必要であると
感じた。また、２号火葬炉の火力調整が難しいということであり、
改良に向けた検討が必要である。

⑥用途廃止に伴う移転状況、廃止、解体スケジュールについて
　〔公園団地、北一しらかば団地〕
・移転費の優遇措置を実施しているが、新たな移転先の確保を含め、
住宅施策の検討が必要であると感じた。

総務厚生常任委員会総務厚生常任委員会

①利用状況と管理運営について〔女満別農業構造改善センター〕
・コロナ禍及びレジオネラ菌の検出に伴う休業により、利用者が減少
しているとの説明を受けた。
・レジオネラ菌対策の状況を確認した。
②利用状況と管理運営について
　〔メルヘン公園新規就農者技術習得管理施設〕
・農業実習者の利用より、移住定住促進のお試し暮らしの利用割合が
多い状況にあるとの説明を受けた。
・利用者の利便性向上のため、ネットワーク環境を拡充するWI-FIの
整備状況を確認した。

③施設の状況と水質改善対策について〔昭和浄水場〕
・取水した井戸水を２つの設備で浄水処理しており、処理過程の違い
により一部に塩素臭が感じられるため、処理過程を同じくし水質の
改善を図ることについて説明を受けた。

④施設状況について〔東藻琴地区スクールバス車庫〕
・必要な修繕等を行い、車庫の利用に支障をきたさないよう維持管理
に努められたい。

⑤郷土資料室の整備について〔東藻琴生涯学習センター〕
・３か所に分散している資料から厳選されたものを展示しており、子
どもたちにもわかりやすいよう工夫されていたことを確認した。

⑥利用状況と管理運営について〔ひがしもこと乳酪館〕
・コロナ禍で、利用者、売り上げが減少しているとの説明を受けた。
⑦公園の運営及び管理状況について〔ひがしもこと芝桜公園〕
・オートキャンプ場の電源設備の整備状況を確認した。
・コガネムシ、ヒカリゴケが芝桜の生育に影響があるため、駆除、除
草作業を行っているが、人員確保等の課題があるとの説明を受けた。
ドローンを活用した対策の検討も必要である。

感染対策を講じて運営している
「女満別農業構造改善センター」

農業実習生、お試し暮らしで利用されている
「新規就農者技術習得管理施設」

女満別地区の市街、湖南、低台へ
水道水を供給している「昭和浄水場」

十分な広さの会議室がある
『地域福祉センター』

❷

❸

❹

❺

❶

❷

❸

❺

小型家電の搬入が増えている
『リサイクルセンター』

施設がきれいで利用者の評価が高い
『地域振興施設』

平成５年３月供用開始の
『葬斎場』

厳選された郷土資料を展示している
「東藻琴生涯学習センター郷土資料室」

近藤議長 品田委員三條委員松田委員 沢出委員長 上地副委員長原本委員長深川委員松岡委員 後藤委員齋藤委員近藤議長
田中副委員長

産業建設文教常任委員会産業建設文教常任委員会

（写真撮影のためマスクを外しています） （写真撮影のためマスクを外しています）
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Voice声町民の

食料品＆日用生活品など

お買い物
　代行サービス
【お買い物の流れ】
　前日または当日の午前中に電話で申し込み→
　当日午前中に商品注文→当日午後に商品到着

《ご利用料金》 １回1,000円
香典のお届け、振込代行も承っております（１回500円）

番場商店
まずはお電話下さい（平日9:00～17:00）
0120－04－2016

好評につき
お客さま
拡大募集中 !
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委　
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後
藤　
忍

今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

今
年
も
昨
年
に
引
き
続
き
、
新
型

コ
ロ
ナ
に
よ
り
商
工
業
、
農
業
、
漁

業
等
、
町
民
の
皆
様
は
大
き
な
影
響

を
受
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
と
思
い
ま

す
。
さ
ら
に
、
夏
の
高
温
少
雨
に
よ

る
農
水
産
物
の
被
害
が
あ
る
旨
お
聞

き
し
、
残
念
に
思
い
ま
す
。
来
年
こ

そ
新
型
コ
ロ
ナ
が
収
束
し
、
町
民
の

皆
様
に
と
っ
て
最
良
の
年
と
な
り
ま

す
よ
う
広
報
委
員
一
同
願
っ
て
い
ま

す
。

　

さ
て
、
議
会
だ
よ
り
第
62
号
を
お

届
け
し
ま
す
。「
議
会
だ
よ
り
は
読
ま

れ
て
い
る
？
」、「
議
会
広
報
の
役
目

は
…
」、
い
つ
も
議
論
に
な
り
ま
す
。

町
民
の
皆
様
に
で
き
る
だ
け
読
ん
で

い
た
だ
け
る
よ
う
努
力
し
て
ま
い
り

ま
す
の
で
、
ご
意
見
等
、
お
気
軽
に

議
会
事
務
局
か
広
報
委
員
に
お
伝
え

い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
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（
三
條
）

編
集
後
記

議
会
広
報
常
任
委
員
会

私
た
ち
が
編
集
し
ま
し
た

　弊社では、大空町を中心に新築、増改築、リフォー
ムなど、住まいに関わる事業を営んでおります。
　コロナ禍になり、巣ごもり需要、テレワークが増え、
リフォームなどの要望や家族の時間を増やすための新
築住宅の依頼などで建設業には追い風の中、一方では、
木材高騰、物価の上昇など、いろいろな問題もあります。
　大空町には、リフォーム事業の補助金や新築の助成、

空き家バンクの助成など、いろいろな制度があります。
　まちに人が増えれば、商業・農業・建設業など活気
が出て賑わうと思います。
　空港もあり、道東のアクセスの玄関でもある大空町の
ために、大空町役場と連携して補助金などを活用するた
めのＰＲを行ない、住みやすいまちづくりに貢献してい
きたい思いです。

羽
は

　田
た

　直
なお

　哉
や

 さん
（有限会社三和建設　代表取締役社長）

住みやすい

なつかしの一枚

－ ジャズ・フェスティバル ’ 85 －
　昭和60年７月、新女満別空港の開港を祝い、旧空港を舞台
にオホーツク・ビッグ・サマー・フェア「ジャズ・フェスティ
バル'85」が開催されました。
　炎天下の中、若者を中心に管内外から約８千人の聴衆が訪れ
た野外フェスは、ジャズの大物エルヴィン・ジョーンズのほか、
日本を代表するジャズプレイヤーが６時間にわたって華やかな
演奏を繰り広げ、最高の盛り上がりを見せたそうです。

まちづくりを

本紙は、見やすさや読みやすさを配慮したユニバーサルデザインフォントを採用しています。
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